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商
工
会
議
所
青
年
部
第
18
回
全
国
サ

ッ
カ
ー
大
会
八
戸
大
会
（
７
月
３
日
～

５
日
開
催
）
は
、
八
戸
市
・
五
戸
町
・

南
部
町
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使
用
す
る
こ

と
か
ら
、
八
戸
市
長
・
五
戸
町
長
・
南

部
町
長
に
表
敬
訪
問
し
、
激
励
を
受
け

ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
八

戸
だ
け
で
は

な
く
、
八
戸

圏
域
連
携
中

枢
都
市
圏
の

自
然
・
食
・

産
業
を
Ｐ
Ｒ

し
、
2
次
、

3
次
効
果
の

期
待
が
で
き

る
大
会
に
す

る
こ
と
を
伝

え
て
参
り
ま

し
た
。
現
在
、
メ
ン
バ
ー
は
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
も
、
必
死
に
前
へ
進
ん
で
お

り
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｙ
Ｅ
Ｇ
第
18
回
全
国
サ
ッ
カ
ー
大
会

八
戸
大
会

大
会
会
長　

木
田　

茂
雄

㈲
サ
ン
キ
ョ
ウ
企
画

　

令
和
元
年
度
の
会
員
獲
得
結
果
は
、

総
務
室
、
み
ら
い
創
造
委
員
会
、
ス
ポ

ー
ツ
ま
ち
お
こ
し
委
員
会
が
各
５
名
、

み
な
と
維
新
委
員
会
２
名
、
南
部
圏
ス

ク
ラ
ム
８
委
員
会
１
名
の
合
計
18
名
で
、

会
員
総
数
１
５
４
名
と
な
り
ま
し
た
。

会
員
拡
大
は
皆
様
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
に
繋
が
り
ま
す
。
令
和
２
年
度
も
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

総
務
室室

長　

中
村　

知
行

㈲
中
ペ
ン
塗
装
店

　

令
和
元
年
12
月
19
日
、
12
月
定
例
会

を
八
戸
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま

し
た
。
そ
の
後
の
研
修
会
で
は
、
ス
ポ

ー
ツ
ま
ち
お
こ
し
委
員
会
の
主
管
に
よ

り
「
商
工
会
議
所
青
年
部
第
18
回
全
国

サ
ッ
カ
ー
大
会
八
戸
大
会
を
メ
ン
バ
ー

全
員
で
成
功
さ
せ
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、

現
役
メ
ン
バ
ー
80
名
に
加
え
、
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
の
皆
様
に
も
多
数
参
加
頂
き
ま
し

た
。
冒
頭
、
大
会
を
誘
致
し
た
経
緯
に

つ
い
て
Ｐ
Ｒ
動
画
を
用
い
な
が
ら
各
部

会
長
が
説
明
し
、
タ
ス
ク
の
共
有
・
確

認
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
部
会
毎

に
分
か
れ
部
会
長
を
中
心
に
、
実
務
の

詳
細
を
確
認
し
ま
し
た
。
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

の
皆
様
か
ら
は
、
予
算
や
各
会
場
で
の

役
割
等
に

つ
い
て
質

問
が
あ
り
、

八
戸
大
会

へ
の
期
待

度
の
高
さ

を
感
じ
ま

し
た
。
改

め
て
、
八

戸
大
会
は

青
年
部
だ

け
の
事
業

で
は
な
く
、

親
会
で
あ

る
八
戸
商
工
会
議
所
を
含
め
た
八
戸
市

経
済
を
視
野
に
入
れ
た
事
業
と
す
る
た

め
に
機
運
を
あ
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
全
国
の
Ｙ
Ｅ

Ｇ
メ
ン
バ
ー
を
最
高
の
お
も
て
な
し
で

迎
え
る
た
め
の
準
備
に
引
き
続
き
取
組

ん
で
参
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ま
ち
お
こ
し
委
員
会

委
員
長　

立
場　

輝
栄

㈱
ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ

青
年
部
だ
よ
り

ＹＥＧ
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日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
第
39
回
全
国
大
会
「
ふ

じ
の
く
に
静
岡
ぬ
ま
づ
大
会
」
が
、
２

月
20
日
～
22
日
に
静
岡
県
沼
津
市
で
開

催
さ
れ
、
八
戸
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
は
11
名
で

参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
開
催
中
止
も
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、

静
岡
県
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
熱
意
と
努
力
に
よ
り
、

感
染
予
防
策
と
参
加
者
へ
の
予
防
周
知

を
徹
底
す
る
こ
と
で
無
事
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
員
総
会
で
は
、
次
年
度
に
向
け
て

各
議
案
の
審
議
と
令
和
元
年
度
事
業
の

報
告
が
行
わ
れ
、
大
懇
親
会
で
は
、
全

国
の
仲
間
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
記
念
式
典
で
は
、
日
本
Ｙ

Ｅ
Ｇ
事
業
大
賞
や
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
表
彰
が
組
み
込
ま
れ
る
等
、

趣
向
を
凝
ら

し
た
内
容
で

し
た
。

　

ま
た
、
今

年
は
Ｙ
Ｅ
Ｇ

全
国
サ
ッ
カ

ー
大
会
を
八

戸
で
開
催
す

る
こ
と
も
あ

り
、
多
く
の

方
か
ら
応
援

や
激
励
の
言

葉
を
頂
き
ま

し
た
。

　

第
40
回
の

節
目
と
な
る

来
年
の
全
国

大
会
は
、
福

井
県
鯖
江
市

で
開
催
さ
れ

る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。
来
年
も
多
く
の
メ
ン
バ

ー
で
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

八
戸
商
工
会
議
所
青
年
部

会
長　

向
井　

誠
仁

㈱
ジ
ー
ア
イ
テ
ッ
ク

　

３
月
７
日
～
８
日
に
開
催
が
予
定
さ

れ
て
い
た
「
第
７
回
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
Ｙ

Ｅ
Ｇ
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
か
ま
く
ら
の
ま

ち　

よ
こ
て
大
会
」
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま

し
た
。
参
加
を
予
定
し
て
い
た
皆
様
に

と
っ
て
は
残
念
で
す
が
、
主
催
者
で
あ

る
横
手
Ｙ
Ｅ
Ｇ
様
は
、
断
腸
の
思
い
で

あ
っ
た
と
容
易
に
想
像
さ
れ
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
早
期
終
息
を
願

う
ば
か
り
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ま
ち
お
こ
し
委
員
会

委
員
長　

立
場　

輝
栄

㈱
ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ

別
特

企
画

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会 

　
横
手

事
務
局
メ
ン
バ
ー
ら
ん
ど

in

　
課
長
　
掛
端
　
裕
人

　

本
年
は
、
次
代
に
つ
な
が
る
“
偉
大
な

一
年
”
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
八
戸
商
工
会
議
所
（
親
会
）
事
業

に
と
ど
ま
ら
ず
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
な

ど
、
そ
の
多
く
は
先
見
の
明
を
持
っ
た
当

時
の
青
年
部
が
築
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

次
年
度
は
、
向
井
会
長
体
制
２
年
目
、
そ

し
て
八
戸
商
工
会
議
所
創
立
80
周
年
を
迎

え
ま
す
。
現
役
会
員
の
皆
様
が“
前
向
き
”

に
“
楽
し
く
”
時
勢
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

事
業
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
参
り
ま
す
。

　
佐
々
木
孝
輔

　

昨
年
４
月
に
担
当
に
な
っ
て
か
ら
各
種

会
議
や
大
会
に
同
行
し
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
規
模

感
と
活
発
な
活
動
に
触
れ
日
々
刺
激
を
頂

い
て
い
ま
す
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
皆
さ
ん
と
飲
む

お
酒
が
美
味
し
く
て
5
㎏
太
り
ま
し
た
。

担
当
の
委
員
会
で
は
、
カ
ッ
タ
ー
レ
ー
ス

や
サ
ッ
カ
ー
大
会
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
華
や
か
な
大
会
の
陰
に
あ
る
気
遣

い
と
労
力
を
間
近
で
拝
見
し
ま
し
た
。
各

事
業
成
功
の
一
助
と
な
れ
る
よ
う
、
よ
り

一
層
頑
張
り
ま
す
。

　
佐
々
木
祥
子

　

総
務
室
メ
ン
バ
ー
と
共
に
活
動
し
た
１

年
間
、
非
常
に
濃
厚
で
し
た
。
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
た
時
も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、

皆
様
に
支
え
て
頂
き
、
事
務
局
と
し
て

少
し
成
長
で
き
た
の
で
は
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
会
議
は
メ
ン
バ
ー
全
員
円
滑

な
進
行
を
心
が
け
、
懇
親
会
で
美
味
し

い
お
酒
を
と
こ
と
ん
楽
し
む
！
そ
ん
な

総
務
室
の
雰
囲
気
が
大
好
き
で
す
。
１

年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
若
宮
　
大
樹

　

み
ら
い
創
造
委
員
会
と
南
部
圏
ス
ク

ラ
ム
８
委
員
会
を
担
当
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
み
ら
い
創
造
委
員
会
で
は
経
営

力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
内
外
か

ら
好
評
の
声
が
届
き
、
心
か
ら
嬉
し
く

思
い
ま
し
た
。
南
部
圏
ス
ク
ラ
ム
８
委

員
会
で
は
圏
域
商
工
会
と
の
交
流
を
通

じ
て
圏
域
町
村
の
可
能
性
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
至
ら
ぬ
点

が
多
々
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
次
年
度

で
は
満
足
し
て
頂
け
る
よ
う
努
力
し
て

参
り
ま
す
。

第
７
回
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
Ｙ
Ｅ
Ｇ

静
岡
ぬ
ま
づ
大
会

　
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
全
国
大
会

お

屋

ん
ら

部

ど
の

E

八

G

戸
Y



令和 2年 3月 20日　1604号八戸商工ニュース（3）

　

１
月
25
日
、
第
３
回
Ａ
ラ
イ
ン
協
議

会
が
八
食
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
議
で
は
、２
月
に
開
催
し
た「
大

館
ア
メ
ッ
コ
市
」
へ
の
出
店
に
つ
い
て

協
議
し
、
八
戸
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
八
仙
の
酒
粕

を
使
っ
た
甘
酒
を
販
売
し
ま
し
た
。
ま

た
、
次
年
度
出
向
者
輩
出
状
況
に
つ
い

て
報
告
し
ま
し
た
。
八
戸
Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
は

１
名
交
代
し
ま
す
が
、
引
き
続
き
３
名

が
出
向
し
ま
す
。
懇
親
会
で
は
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
も
参
加
し
、
七
厘
村
に
て
八
戸
の

山
海
の
幸
を
堪
能
し
て
頂
き
ま
し
た
。

懇
親
会
終
了
後
は
夜
の
八
戸
を
案
内
し
、

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

南
部
圏
ス
ク
ラ
ム
８
委
員
会

担
当
副
会
長　

島
守　

英
樹

　

㈱
島
守
ダ
ク
ト

　

２
月
29
日
、
青
森
県
Ｙ
Ｅ
Ｇ
令
和
２

年
度
第
１
回
役
員
予
定
者
会
議
が
十
和

田
市
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
冒

頭
、
竹
達
次
年
度
県
連
会
長
（
十
和
田

Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
よ
り
県
連
運
営
に
対
す
る
力

強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
え
ら
れ
役
員
一

同
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま

し
た
。
全
国
サ
ッ
カ
ー
大
会
八
戸
大
会

に
も
ご
支
援
頂
け
る
と
の
こ
と
で
、
連

帯
の
証
を
象
徴
す
る
有
意
義
な
会
議
と

な
り
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
青
森
県
Ｙ
Ｅ
Ｇ
出
向
予
定
者

総
務
室　

室
長　

中
村　

知
行

㈲
中
ペ
ン
塗
装
店

　

2
月
19
日
～
23
日
、
静
岡
県
沼
津
市

で
開
催
さ
れ
た
Ｙ
Ｅ
Ｇ
全
国
大
会
と
併

せ
て
「
令
和
２
年
度
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ビ
ジ

ネ
ス
交
流
委
員
会
」
が
行
わ
れ
、
出
席

し
て
参
り
ま
し
た
。

　

自
己
紹
介
で
は
、
全
国
サ
ッ
カ
ー
大

会
八
戸
大
会
の
Ｐ
Ｒ
も
す
る
こ
と
が
で

き
、
全
国
の
出
向
予
定
者
の
皆
様
か
ら

激
励
や
登
録
の
約
束
を
頂
き
、
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
出
向
予
定
者

　

南
部
圏
ス
ク
ラ
ム
８
委
員
会

副
委
員
長　

大
川　

慶
人

㈱
寿　
　

屋

　

２
月
７
日
、
塩
釜
商
工
会
議
所
に
て
令

和
２
年
度
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
Ｙ
Ｅ
Ｇ
第
１
回

予
定
者
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
東

北
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
新
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
新
体
制
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て
の
会
議
や
、

伊
藤
洋
平
直
前
会
長
予
定
者
に
よ
る
研

修
会
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
サ
ッ

カ
ー
大
会
八
戸
大
会
に
対
す
る
協
力
を
し

て
い
く
と
心
強
い
報
告
を
頂
き
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
Ｙ
Ｅ
Ｇ

出
向
予
定
者

　

み
な
と
維
新
委
員
会

担
当
副
会
長　

松
橋　

里
実

㈱
松
橋
不
動
産

　

令
和
元
年
11
月
28
日
～
29
日
、
南
部

圏
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
に
よ
る
先
進

地
視
察
会
が
開
催
さ
れ
、
五
戸
町
商
工

会
及
び
南
部
圏
ス

ク
ラ
ム
８
委
員
会
の

８
名
で
研
修
し
て

参
り
ま
し
た
。

　

地
域
商
社
事
業

の
先
進
事
例
で
あ

る
栃
木
県
宇
都
宮

市
の
㈱
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
を

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

フ
ォ
レ
ス
ト

視
察

訪
問
し
、
同
法

人
代
表
取
締
役

の
松
本
謙
様
か

ら
講
演
を
頂
き

見
識
を
深
め
て

参
り
ま
し
た
。

　

松
本
社
長

は
「
地
域
商

社
」
と
い
う
概

念
を
生
み
出
し
、
来
場
者
が
低
迷
し
て

い
た
「
宇
都
宮
市
農
林
公
園
ろ
ま
ん
ち

っ
く
村
」
の
運
営
を
平
成
20
年
に
引
き

継
ぎ
、「
ろ
ま
ん
ち
っ
く
村
」
と
し
て
再

生
さ
せ
ま
し
た
。
講
演
を
通
し
て
再
生

に
向
け
地
元
産
品
の
販
売
だ
け
で
な
く
、

生
産
か
ら
販
売
、
商
品
ブ
ラ
ン
ド
化
ま
で

総
合
的
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
「
交
流
型

６
次
産
業
」
に
取
組
ん
だ
こ
と
等
を
学

び
ま
し
た
。
「
稼
ぐ
地
域
」
の
仕
組
み
づ

く
り
を
実
践
す
る
こ
と
が
、
地
域
全
体

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

　

視
察
会
終
了
後
は
、
大
谷
石
で
有
名

な
大
谷
町
に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
多
様

な
問
題
を
抱
え
る
地
域
を
、
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
し
再
生
さ
せ
た
好
例
で
す
。
今
回

の
視
察
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
今
後
の

広
域
連
携
事
業
に
活
か
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

南
部
圏
ス
ク
ラ
ム
８
委
員
会

副
委
員
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藤
原　

匡
教

青
森
朝
日
放
送
㈱
八
戸
支
社

役
員
予
定
者
会
議

青
森
県
Ｙ
Ｅ
Ｇ

£
£
£
£
£
£
£
£
£
£
£
£
£

Ａ
ラ
イ
ン
協
議
会 

£
£
£
£
£
£
£
£
£
£
£
£
£
£

専
門
委
員
会

日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ

南
部
圏
域
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

東
北

ブ
ロ
ッ
ク

Ｙ
Ｅ
Ｇ

予
定
者
会
議
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尾﨑昌孝　八戸港湾運送（株）
H29 入会　みなと維新委員会
　平成 29 年入会以降、
様々な方々と色々な活
動をさせて頂きました。
　灼熱のカッターレー
スは豪雨の撤収作業と

共に良き思い出です。
　才能と魅力あふれる皆様に感謝
を申し上げると共に、今後のご活
躍をお祈り致します。

淡路俊彦　（税）ＭＳＡパートナーズ
H18 入会　総務室

　15 年前に八戸に戻っ
て間もなくお誘い頂き、青
年部に入会いたしました。
　なかなか事業に参加出
来ず、ご迷惑をおかけい

たしましたが、楽しく活動させて頂き
ました。皆様のご活躍をお祈りいた
します。

佐々木利幸　（株）まるよし産業
H28 入会　スポーツまちおこし委員会

　あまり参加する機会
が無かったのですが、
いつもお誘いいただき
ありがとうございます。
青年部は卒業しますが、

仕事の場面などでまたお会いする
機会があると思いますので、その
際はよろしくお願いします。

沼田健志　（株）コウケン室内
H25 入会　みらい創造委員会
　総会、定例会、委員
会等ほとんど出席でき
ませんでした。今、考
えますと悔やまれます。
八戸ＹＥＧのますます

のご繁栄を祈念しております。今
後とも、よろしくお願いいたします。

久慈　剛　㈱海の樹開発八戸シーガルビューホテル花と月の渚
H22 入会　みなと維新委員会
　私は平成 22 年から約
10 年お世話になりました。
青年部の活動を通じて沢
山の勉強をさせて頂き、こ
こで出会った仲間達は一

番の宝です。今後もこの出会いを大
事にしていきたいと思います。皆様大
変お世話になりました。

竹中亨考　（株）おはな
H30 入会　南部圏スクラム８委員会

　僕は入会して約２年
の新人です。事業等々、
中々参加出来ませんでし
たが、こんな私でも八戸
の為に。と思う気持ちは

皆様と同じです。お声掛け下されば
いくらでも協力いたしますので、今後
ともよろしくお願いいたします。

千葉敬司　（株）橋文
H25 入会　南部圏スクラム８委員会

　平成 25 年に入会しま
して、6 年間お世話に
なりました。ほとんど
活動に参加する事なく
卒業となりまして、皆

様にはご迷惑をお掛けいたしまし
た。八戸 YEG の今後益々のご発
展を祈念申し上げます。

橋本芳子　（医）平成会 八戸平和病院
H18 入会　スポーツまちおこし委員会

　平成18年に入会してあ
っという間の 13 年間でし
た。在籍中は様々な委員
会に所属しましたが、満
足に参加することができな

いままでの卒業となり、少し残念な思
いと後悔が残ります。八戸 YEGの
皆さまとの出会いに感謝です (^^)/

倉成　啓　（有）倉成会計事務所
H25 入会　総務室

　今年度で、私もとうと
うYEG 卒業となります。
YEGの一番の魅力は、
仲間との交流です。私自
身、県連・東北ブロックの

仲間との交流が、とてもいい刺激にな
りました。皆さん、どんどん出向してく
ださい。ありがとうございました。

小山直也　小山建材（有）
H21 入会　総務室

　入会して１０年間、ＹＥ
Ｇメンバーとの素晴らしい
出会いに恵まれ、充実し
た青年部生活でした。こ
こ数年は青年部活動の

時間があまり取れませんでしたが、そ
れでもおかげさまで楽しく過ごすことが
できました。ありがとうございました。

松本恵治　松　膳
H25 入会　南部圏スクラム８委員会

　青年部には前職から
お世話になりました。
ふるさとフェスタなど
のイベントをお手伝い
させていただいたおか

げで、異業種の方や、市外の方と
も繋がりを持てたのが一番の財産
です。ありがとうございました。

ご 卒 業
おめでとう
ございます

（五十音順）

❷

❶
❸

　

本
年
は
Ｙ
Ｅ
Ｇ
全
国
サ
ッ
カ
ー
大
会

開
催
の
年
。
全
国
大
会
等
様
々
な
事
業

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
で
猛
威
を
振
る
う

中
、
各
イ
ベ
ン
ト
で
の
適
正
な
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
青
年
経
済
人
と

し
て
、
適
正
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
気

を
引
き
締
め
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
！

　

総
務
室副室

長　

児
玉　

淳
一
郎

㈱
サ
ン
・
ベ
ン
デ
ィ
ン
グ

編
集
後
記

❶
卒
業
生
名
入
り

　

八
鶴
純
米
吟
醸
生
貯
蔵
酒

❷
錫
製
タ
ン
ブ
ラ
ー

❸
卒
業
記
念
珪
藻
土
コ
ー
ス
タ
ー

卒
業
記
念
品
写
真


